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実施計画策定の趣旨

本実施計画は、「川崎駅東口周辺地区総合自転車対策基本計画（平成２２年
８月策定）」に位置づけた３つの「基本方針」に基づく各施策を着実に推進
するために、次の２項目を目的として作成したものです。

１ 基本方針に基づく「１１の施策」を総合的に推進し、施
策の効果をより高めるため、施策の体系化を図ることに
よって、施策相互間の関連性を明らかにし、実効性のあ
る計画とした。

２ 上位計画である川崎市新総合計画「川崎再生フロンティ
アプラン」第３期実行計画（平成２３年度～平成２５年
度）との調整を踏まえた、各事業の３ヵ年の具体的な取
組みスケジュールを明確にした。

計画期間

実施計画については３ヵ年の計画とし、今後の社会経済環境の変化に適切に
対応するために、川崎市総合計画・実行計画と連携を図り、更新・見直しを
行います。

目標と３つの基本方針

「川崎駅東口周辺地区総合自転車対策」基本計画概要
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１１の施策の概要
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押し歩きエリア川崎駅東口

京急川崎駅
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銀座街
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さいか屋

ルフロン

川崎駅東口駅前広場及び周辺の歩道を「押し歩きエリア」

として設定し、自転車利用者の押し歩きを推進することで、

健常者だけでなく、高齢者や身体が不自由な方など、さまざ

まな方に配慮した安全で快適な歩行空間の実現を目指します。

●●自転車等放置禁止区域範囲



計画期間（平成23～25年度）の主な取組
●市役所通りにおける通行環境の整備

安全・安心に通行できる道路空間を確保するため、既存の路上駐輪場を廃止し、歩行者と自転車の通行
空間の分離による再整備を実施します。また、代替駐輪場への自転車利用者の適切な誘導を図ります。

●不法占用物件の撤去に向けた取組
まちの美観、風致を維持し、公衆に対する危害を防止するため、屋外広告物の適正な管理及び市民ボラ
ンティアと連携した路上違反広告物の撤去を推進します。
市役所通りの整備に伴い、道路上の違反広告物等の撤去を強化します。

●自転車走行抑制への取組
安全で快適な歩行空間を実現するため、歩行者の通行が多い駅前広場やその周辺の歩道において、関係
機関と連携を図り、自転車の「押し歩き」推進活動などを実施します。

●自転車通行環境整備に向けた取組
川崎区内の自転車通行環境を構築するため、幹線道路を中心に整備すべき路線の考え方や歩行者・自転
車の通行空間の分離方法など、自転車通行環境整備の基本方針を策定します。

●放置自転車対策の推進
歩行者等の通行の安全とまちなみ景観の向上を図るため、放置自転車の休日の撤去強化とともに、市役
所通りの撤去活動を強化します。
自転車利用マナーの啓発活動や駐輪場への自転車の誘導を、市民ボランティアなどの多様な主体との協
働により推進するとともに、映像を活用した啓発活動を実施します。

●バス交通の利便性向上に向けた取組
バス交通の利便性向上と利用促進を図るため、バス停留所にバスロケーションシステムの導入などを行
うとともに、停留所施設の充実を図り、利用しやすいバス交通を促進します。
バス専用・優先レーンの機能確保に向けて、関係機関と連携して、荷さばき車両の駐停車対策を推進し
ます。
バス交通の利用促進を目的として、新たな駐輪場利用料金を踏まえ、サイクル＆バスライドの導入につ
いて検討を進め、取り組みの方向性を整理します。

●コミュニティーサイクル導入に向けた取組
駐輪場の必要台数や放置自転車の削減の視点から、コミュニティーサイクル等の導入検討を行うため、
他都市で先行している事例の調査を行い、導入の可能性について研究・検討を進め、取り組みの方向性
を整理します。

●交通ルール遵守やマナー向上に向けた取組
自転車利用者への交通ルール周知の徹底、マナー意識の向上を図るため、地域や関係団体等との連携
による交通安全市民総ぐるみ運動の取組を推進するとともに、特に幼児、児童、高齢者を対象として、
交通安全教室を開催します。

●利用目的に応じた駐輪場の整備
市役所通りの通行環境整備を実施するため、路上駐輪場代替施設を宮本町地内、本町地内に整備します。
買い物目的等の短時間利用者の駐輪場利用を促進するため、市役所通りにおいて、既設の路上駐輪場を
廃止し、時間利用駐輪場を整備します。
新川通りの通行環境整備を進めるために、既存の路上駐輪場の代替施設の整備に向けた取り組みを進め
ます。

●駐輪場の利便性や利用目的に応じた多様な料金の設定
駐輪場の利用促進や利用率の平準化を図るため、駅の特性や駅からの距離、駐輪施設の形態など、周辺
環境や施設特性に応じた「新たな料金体系」の導入を行います。
買物目的等の短時間利用者の駐輪場利用を促進するため、短時間利用が無料となる課金制度を導入しま
す。

●公民連携による駐輪場の整備促進及び管理運営
民間事業者による積極的な駐輪場の整備を促進するため、助成制度などの支援策の導入を図ります。
また、鉄道事業者と連携した駐輪場整備を促進します。
駐輪場の利用促進を図るため、管理運営について指定管理者制度を導入し、利用者のニーズに柔軟かつ
迅速に対応するなど民間事業者のノウハウを活用します。
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